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を行っている。年金データは 1996 年以前と 1999 年以降に関してのみ入手可能であるため、２期間に分けて分析を行





































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 この博士号請求論文は三本の論文から構成されている。第一論文「中国における公的年金制度と家計貯蓄に関する
分析」の研究は、中国の公的年金制度が家計貯蓄を阻害するか否かについて実証分析を行った。その結果、1992 年
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について検証した。その結果、将来失業不安を感じる確率は予備的貯蓄に正の影響を与えるが、将来失業する確率は
必ずしも予備的貯蓄に影響を与えないことを示している。本論文は、リスクの大きさではなく、リスク回避度が重要
であることを示しており、雇用保険の充実や雇用機会の増加などを重視するべきであるといったことを示唆している。 
 三本の論文を通して、公的年金制度、所得リスクや雇用リスクが中国および日本の家計貯蓄（特に予備的貯蓄）に
及ぼす影響をについて丹念な実証分析を行った。さらに、得られた結果よりいくつの政策的インプリケーションを提
言した。第三論文において予備的貯蓄の範囲に関する更なる検討が必要であるものの、審査委員会は一致して提出さ
れた論文は博士（国際公共政策）の学位を授与するに値すると認定した。 
